
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ （ 、 （ は縮尺不同）
八
三
魏
志
倭
人
伝
の
葬
送
記
事
に
み
る
棺
槨
の
意
味
を
納
め
た
棺
を
覆
う
装
具
を
基
準
と
し
て
み
る
と
、
二
重
（
安
徽
双
墩
Ｍ
（
重
槨
重
棺）11
（
、
河
北
石
家
庄
小
沿
村
漢
墓
一
槨
二
棺）11
（
、
湖
南
長
沙
望
城
坡
漁
陽
墓
二
槨
二
重
棺）11
（
、
湖
南
風
篷
嶺
Ｍ
（
二
重
漆
絵
棺）11
（
な
ど
）、
三
重
（
河
北
献
県
Ｍ
（（
三
重
棺）11
（
、
湖
南
長
沙
象
鼻
嘴
Ｍ
（
三
重
棺）11
（
、
山
東
双
乳
山
Ｍ
（
二
槨
三
重
棺）11
（
、
北
京
大
葆
台
漢
墓
（
図
（
─
（
）
二
槨
三
重
棺）11
（
、
北
京
老
山
漢
墓
二
槨
三
重
棺）11
（
、
五
重
（
河
北
定
県
四
〇
号
墓
五
重
漆
棺）1（
（
な
ど
）
の
類
型
に
整
理
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
検
討
が
可
能
な
ほ
ど
前
漢
代
に
は
多
重
の
棺
槨
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
い
っ
ぽ
う
、
洞
室
墓
は
土
洞
墓
と
も
称
さ
れ
、
近
年
の
後
漢
末
か
ら
三
国
時
代
の
墓
の
要
説
の
な
か
で
、
た
と
え
ば
後
漢
代
末
の
紀
年
銘
遺
物
を
伴
う
墓
で
は
「
初
平
元
年
」（
一
九
〇
）
を
含
む
文
章
が
朱
書
さ
れ
た
陶
瓶
が
出
土
し
、
二
基
の
木
棺
が
残
存
し
て
い
た
洛
陽
・
焼
溝
一
四
七
号
墓）11
（
（
図
（
─
（
）
が
典
型
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
よ
う
に）11
（
、
土
を
掘
り
ぬ
い
た
墓
室
に
木
棺
を
安
置
す
る
類
型
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
棺
槨
の
制
度
的
完
成
の
時
期
等
に
は
見
解
の
相
違
も
あ
る
が
、
そ
の
盛
行
は
前
漢
代
ま
で
と
み
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
　
近
年
で
は
三
国
時
代
の
墳
墓
の
発
掘
資
料
を
整
理
し
た
研
究
も
示
さ
れ
て
い
る）11
（
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
魏
代
の
墓
は
基
本
的
に
多
室
磚
墓
が
主
体
で
あ
り
、
墓
室
が
複
数
の
双
室
墓
や
単
独
の
単
室
墓
も
存
在
す
る
が
、
基
本
的
に
は
磚
室
墓
で
あ
り
、
木
槨
は
用
い
ず
、
墓
室
内
に
木
棺
等
を
設
置
す
る
。
呉
・
蜀
の
墓
は
調
査
事
例
が
少
な
い
が
、
磚
室
墓
が
基
本
で
あ
り
、
墓
室
の
構
成
等
も
大
き
な
違
い
は
な
い
。
た
だ
し
、
蜀
の
領
域
で
は
崖
墓
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
木
棺
を
覆
う
た
め
の
施
設
で
あ
る
木
槨
は
三
国
時
代
に
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
近
年
、
発
見
さ
れ
た
曹
操
の
墓
と
さ
れ
る
西
高
穴
二
号
墓
（
河
南
省
安
陽
市
・
図
（
─
（
）
も
、
出
入
り
口
を
も
つ
磚
室
墓
で
あ
っ
た
こ
と
も
重
要
な
証
左
と
な
る）11
（
。
　
す
な
わ
ち
、『
三
国
志
』
編
纂
時
期
に
は
、
す
で
に
墓
制
と
し
て
槨
は
主
流
で
は
な
く
、
原
則
的
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
古
学
的
知
見
か
ら
も
、
棺
槨
の
語
が
同
時
代
的
な
実
態
を
指
し
示
す
の
で
は
な
く
、
葬
礼
に
お
け
る
理
念
的
な
規
範
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
槨
か
ら
室
へ
の
墓
制
の
変
化
は
、
死
者
と
の
関
係
で
は
、
槨
が
地
八
四
中
深
く
に
敷
設
さ
れ
、
そ
の
根
底
に
は
死
者
と
現
実
世
界
と
の
隔
絶
を
期
す
る
他
界
観
に
よ
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
室
に
は
通
路
が
付
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
墓
室
と
現
世
お
よ
び
生
者
と
つ
な
が
る
空
間
へ
と
、
そ
の
意
味
が
変
化
し
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
死
者
に
対
す
る
祭
祀
も
変
容
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る）11
（
。
（
二
）
原
三
国
時
代
の
棺
槨
研
究
　
楽
浪
の
木
槨
墓
に
関
し
て
は
高
久
健
二
氏
に
よ
る
一
連
の
研
究
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
本
論
に
関
係
す
る
点
を
摘
要
す
る
と
、
楽
浪
木
槨
墓
（
図
（
─
（
）
の
始
原
は
楽
浪
郡
設
置
前
後
の
紀
元
前
二
世
紀
後
葉
か
ら
紀
元
前
一
世
紀
前
葉
頃
で
あ
り
、
初
期
の
木
槨
の
形
態
は
長
方
形
単
室
墓
で
あ
り
、
そ
の
後
、
一
世
紀
中
葉
以
降
に
は
本
格
的
な
漢
式
木
槨
墓
が
造
営
さ
れ
は
じ
め
、
副
葬
品
も
漢
式
遺
物
が
増
加
す
る
と
し
た
。
木
槨
の
変
化
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
楽
浪
に
お
け
る
葬
法
発
現
期
と
さ
れ
る
単
葬
木
槨
墓
か
ら
、
紀
元
前
一
世
紀
中
葉
頃
に
は
併
穴
合
葬
木
槨
墓
と
な
り
、
紀
元
前
一
世
紀
後
葉
に
な
る
と
同
穴
合
葬
木
槨
墓
へ
と
変
遷
す
る
と
し
た
。
ま
た
、
楽
浪
郡
の
木
槨
が
出
現
す
る
契
機
に
関
し
て
は
楽
浪
郡
設
置
を
さ
か
の
ぼ
る
紀
元
前
三
世
紀
以
前
の
衛
満
朝
鮮
時
代
よ
り
、
漢
式
木
槨
墓
と
は
異
な
り
、
非
漢
式
遺
物
が
出
土
す
る
長
方
形
単
葬
木
槨
墓
が
造
営
さ
れ
て
い
た
と
推
定
す
る
。
そ
し
て
、
楽
浪
の
木
槨
墓
は
衛
満
朝
鮮
の
在
地
的
な
非
漢
式
木
槨
墓
に
漢
式
木
槨
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
と
推
定
し
、
初
現
期
に
は
非
漢
式
木
槨
墓
の
要
素
が
濃
厚
に
残
存
し
て
お
り
、
紀
元
前
一
世
紀
中
葉
以
降
に
な
っ
て
本
格
的
な
漢
式
木
槨
墓
が
造
営
さ
れ
る
と
み
る
。
ま
た
、
楽
浪
木
槨
墓
の
終
焉
に
つ
い
て
は
、
二
世
紀
後
半
頃
に
磚
（
塼
）
室
墓
が
出
現
し
、
そ
の
後
、
三
世
紀
に
は
墓
制
の
主
流
は
磚
室
墓
へ
移
る
が
、
そ
の
時
点
で
も
上
位
階
層
の
墓
は
木
槨
墓
や
そ
の
系
譜
を
ひ
く
木
室
墓
を
採
用
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
楽
浪
に
お
け
る
高
位
階
層
の
墓
制
が
木
槨
墓
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る）11
（
。
　
ま
た
、『
三
国
志
』
東
夷
伝
に
み
え
る
東
夷
諸
族
の
墓
制
に
対
す
る
全
体
的
か
つ
包
括
的
な
研
究
が
東
潮
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
三
韓
で
は
木
槨
と
木
棺
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
を
含
む
墓
制
と
文
献
の
対
応
が
整
理
さ
れ
て
い
る）11
（
。
　
楽
浪
の
墓
制
と
の
関
連
を
踏
ま
え
て
、
韓
国
中
・
南
部
に
お
け
る
木
槨
墓
の
出
現
と
展
開
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
木
棺
墓
に
加
八
五
魏
志
倭
人
伝
の
葬
送
記
事
に
み
る
棺
槨
の
意
味
図 2　三国墓制と周辺の棺槨の例
（ （ はスケールアウト）
1 河南・安陽西高穴二号墓
2 楽浪木槨墓・貞柏洞（（（号墓（王光墓）
八
六
え
て
、
二
世
紀
前
葉
か
ら
中
葉
頃
に
小
型
木
槨
墓
が
出
現
し
、
三
世
紀
代
に
は
木
槨
墓
の
大
型
化
が
進
行
す
る
と
し
、
楽
浪
・
帯
方
郡
と
の
交
渉
を
示
す
漢
式
鏡
・
銅
鼎
・
環
頭
大
刀
な
ど
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
高
位
階
層
に
属
す
る
人
士
が
楽
浪
の
高
位
階
層
の
象
徴
た
る
木
槨
墓
の
よ
う
な
厚
葬
を
志
向
し
て
い
た
と
み
る
。
そ
の
後
、
韓
国
中
・
南
部
の
木
槨
墓
は
四
世
紀
以
降
に
は
副
槨
を
も
つ
大
型
木
槨
墓
と
し
て
展
開
し
、
五
世
紀
に
な
る
と
竪
穴
式
石
槨
墓
が
首
長
墓
の
主
流
に
な
る
が
、
石
槨
内
に
木
槨
を
構
築
す
る
事
例
も
あ
り
、
と
く
に
韓
国
南
部
地
域
で
は
六
世
紀
代
ま
で
木
槨
墓
が
用
い
ら
れ
る
と
し
、
三
国
時
代
に
お
い
て
も
木
槨
墓
が
首
長
墓
を
象
徴
す
る
墓
制
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る）11
（
。
　
い
っ
ぽ
う
、
原
三
国
時
代
の
木
棺
墓
に
つ
い
て
は
李
柱
憲
氏
の
研
究
が
あ
り
、
青
銅
器
時
代
の
石
棺
墓
と
原
三
国
時
代
の
木
棺
墓
の
構
造
の
類
似
を
指
摘
し
、
金
属
製
工
具
の
伝
来
に
よ
っ
て
木
材
の
加
工
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
紀
元
前
一
世
紀
頃
に
石
棺
か
ら
木
棺
へ
と
変
化
し
た
と
し
、
木
棺
の
系
譜
に
関
し
て
は
出
土
遺
物
の
観
点
か
ら
、
青
銅
器
時
代
の
土
着
的
文
化
要
素
に
中
国
と
楽
浪
の
文
化
的
要
素
が
結
合
し
て
い
る
と
み
て
、
文
献
に
み
え
る
箕
子
朝
鮮
の
滅
亡
と
こ
れ
に
よ
る
国
際
情
勢
の
変
化
な
ど
と
の
関
連
性
を
示
唆
し
た）11
（
。
　
原
三
国
時
代
の
木
棺
墓
に
関
し
て
は
、
墓
の
立
地
・
遺
物
出
土
数
量
・
青
銅
器
な
ど
の
威
信
財
の
質
量
に
よ
っ
て
等
級
化
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
階
層
社
会
の
変
化
様
相
を
検
討
し
た
研
究
が
あ
る
。
青
銅
器
使
用
か
ら
鉄
器
の
用
い
ら
れ
る
時
期
に
か
け
て
の
木
棺
墓
を
等
級
的
に
整
理
し
、
最
高
等
級
の
木
棺
墓
の
造
営
様
相
が
単
独
墓
か
ら
群
集
墓
へ
と
変
化
す
る
と
概
観
し
た
結
果
、
独
自
的
政
治
勢
力
を
も
っ
た
首
長
で
は
な
く
、
実
際
的
な
経
済
力
を
も
っ
た
新
た
な
勢
力
が
社
会
の
最
高
階
層
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
社
会
構
造
の
変
化
と
関
連
す
る
と
結
論
し
た）1（
（
。
　
木
槨
墓
に
つ
い
て
は
韓
国
南
部
の
事
例
を
対
象
と
し
た
李
在
賢
氏
の
研
究
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
三
世
紀
末
頃
に
は
慶
州
と
そ
の
隣
接
地
域
を
中
心
と
し
て
同
穴
副
槨
を
も
っ
た
細
長
方
形
木
槨
墓
が
出
現
し
、
金
海
・
釜
山
地
域
で
異
穴
副
槨
が
用
い
ら
れ
、
時
期
が
降
る
に
つ
れ
て
幅
が
広
く
な
り
、
こ
れ
は
副
葬
空
間
の
拡
大
お
よ
び
副
槨
の
出
現
と
関
連
す
る
と
し
、
と
く
に
初
期
の
木
槨
墓
に
は
棺
八
七
魏
志
倭
人
伝
の
葬
送
記
事
に
み
る
棺
槨
の
意
味
が
用
い
ら
れ
ず
、
合
葬
も
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
と
し
、
四
世
紀
代
に
な
る
と
殉
葬
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
す
る）11
（
。
　
木
槨
墓
の
出
現
に
つ
い
て
は
蔚
山
・
中
山
里
遺
跡
と
茶
雲
洞
遺
跡
を
対
象
と
し
た
李
盛
周
氏
の
研
究
が
あ
り
、
原
三
国
時
代
の
木
槨
墓
は
基
本
的
に
楽
浪
地
域
木
槨
墓
の
影
響
で
あ
る
と
し
、
韓
国
中
部
地
域
に
お
け
る
木
槨
墓
は
構
造
と
木
槨
内
の
配
置
や
副
葬
品
の
配
置
状
態
な
ど
の
点
か
ら
、
楽
浪
の
木
槨
墓
の
影
響
を
受
け
、
二
世
紀
中
葉
頃
に
そ
れ
ま
で
の
木
棺
墓
か
ら
木
槨
墓
へ
と
墓
制
が
変
容
し
た
と
す
る
（
図
（
─
（
）。
い
っ
ぽ
う
李
氏
が
弁
辰
韓
地
域
と
す
る
韓
国
南
部
で
は
、
韓
国
中
部
よ
り
や
や
遅
れ
て
二
世
紀
後
葉
に
楽
浪
地
域
の
合
葬
木
槨
墓
を
模
倣
し
て
受
容
し
た
と
し
、
木
槨
受
容
の
地
域
性
を
論
じ
て
い
る）11
（
。
　
木
槨
墓
の
地
域
的
様
相
に
関
す
る
研
究
を
あ
げ
る
と
、
た
と
え
ば
、
権
龍
大
氏
は
慶
州
地
域
で
は
二
世
紀
前
半
頃
に
木
槨
墓
が
出
現
し
、
そ
の
後
、
囲
石
木
槨
墓
か
ら
積
石
木
槨
墓
へ
と
変
化
し
つ
つ
六
世
紀
頃
ま
で
造
営
さ
れ
る
と
み
る
。
出
現
期
の
木
槨
墓
は
そ
れ
ま
で
の
木
棺
墓
と
は
立
地
・
平
面
形
態
・
遺
物
構
成
な
ど
で
明
ら
か
な
差
異
が
あ
り
、
と
く
に
墓
の
形
態
と
し
て
は
墓
壙
と
木
槨
の
間
に
空
間
が
あ
る
こ
と
が
特
色
で
、
土
器
・
鉄
器
・
漆
器
な
ど
の
多
数
の
副
葬
品
が
み
ら
れ
、
被
葬
者
の
周
囲
に
は
地
位
を
象
徴
す
る
青
銅
器
・
鉄
器
な
ど
、
木
槨
上
部
に
は
馬
具
類
が
配
置
さ
れ
る
と
す
る
。
木
槨
墓
の
出
現
は
単
純
な
墓
制
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
支
配
構
造
の
変
容
と
軌
を
一
に
す
る
と
み
ら
れ
、
木
槨
墓
の
面
積
や
遺
物
組
成
の
検
討
様
相
か
ら
、
木
槨
墓
を
造
営
し
た
集
団
の
階
層
分
化
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
含
め
木
槨
墓
の
分
布
を
検
討
す
る
と
、
慶
州
地
域
に
は
、
塔
洞
・
隍
城
洞
・
千
軍
洞
・
朝
陽
洞
・
徳
川
里
・
舎
羅
里
な
ど
に
支
配
集
団
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
と
す
る）11
（
。
　
チ
ェ
・
ス
ヒ
ョ
ン
氏
は
慶
州
地
域
の
木
槨
墓
を
一
〇
の
類
型
に
分
け
た
う
え
で
、
二
世
紀
後
葉
に
北
部
の
隍
城
洞
遺
跡
と
東
南
部
の
朝
陽
洞
遺
跡
で
出
現
し
、
四
世
紀
以
降
は
石
材
を
用
い
た
木
槨
墓
が
本
格
的
に
造
営
さ
れ
る
と
み
る
。
あ
わ
せ
て
、
木
槨
墓
の
築
造
過
程
の
復
原
を
試
み
て
い
る）11
（
。
　
こ
れ
ら
の
研
究
を
総
括
す
る
と
、
楽
浪
地
域
で
木
槨
墓
が
終
焉
に
む
か
う
二
世
紀
頃
以
降
に
朝
鮮
半
島
南
部
で
は
木
槨
墓
が
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
八
八
図 3　韓国原三国時代の木槨の変遷
1 韓国・嶺南地域木槨墓の変遷概念図（中山里・下岱遺跡）〔李盛周論文注（（を一部改変〕
8
1 中山里Ⅶ－ 4号
2中山里Ⅶ－ 1号
3中山里Ⅷ－90号
4 中山里Ⅰ－C3号
5中山里Ⅰ－ F88号
6 中山里Ⅰ－23号
7 下岱 1号
8下岱44号
9 下岱 2号
八
九
魏
志
倭
人
伝
の
葬
送
記
事
に
み
る
棺
槨
の
意
味
（
三
）
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
初
め
の
木
槨
墓
に
関
す
る
研
究
　
弥
生
・
古
墳
時
代
の
木
槨
墓
は
資
料
数
が
一
定
に
達
し
、
時
期
的
変
遷
や
分
布
な
ど
が
概
観
さ
れ
る
ま
で
に
い
た
っ
て
い
る
。
弥
生
時
代
を
含
む
三
世
紀
以
前
の
木
槨
墓
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
三
年
に
精
緻
な
集
成
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
研
究
史
の
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
点
で
は
五
四
遺
跡
七
七
基
で
あ
り
、
北
部
九
州
・
中
国
・
四
国
・
近
畿
が
主
な
分
布
地
域
で
あ
り
、
信
越
や
九
州
南
部
に
も
点
在
す
る
。
ま
た
、
弥
生
時
代
の
木
槨
墓
に
関
す
る
分
類
が
提
示
さ
れ
る
と
と
も
に
古
墳
時
代
初
め
頃
の
木
槨
に
と
も
な
う
石
積
み
施
設
に
つ
い
て
の
用
語
が
整
理
さ
れ
た
。
時
系
列
的
に
は
木
槨
墓
の
以
下
の
三
段
階
の
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
木
槨
墓
は
弥
生
時
代
中
期
に
北
部
九
州
に
出
現
し
、
次
に
弥
生
時
代
後
期
初
頭
か
ら
後
半
に
か
け
て
木
槨
墓
の
分
布
は
山
陰
を
中
心
と
し
た
中
国
地
方
に
ま
で
分
布
し
、
さ
ら
に
弥
生
後
期
後
半
以
降
に
は
柱
材
を
用
い
た
木
槨
墓
が
出
現
し
、
構
造
的
な
強
化
に
よ
っ
て
大
型
化
す
る
と
い
う）11
（
。
　
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の
木
槨
墓
を
概
観
し
た
柳
沢
一
男
氏
は
日
本
列
島
に
お
け
る
初
現
例
は
弥
生
時
代
中
期
前
葉
で
あ
り
、
地
域
的
に
は
九
州
北
部
の
玄
界
灘
に
発
現
す
る
と
し
た
。
そ
の
後
、
弥
生
時
代
中
期
後
葉
か
ら
後
期
中
葉
に
か
け
て
は
木
槨
墓
が
中
国
・
近
畿
に
拡
散
し
、
後
期
後
葉
か
ら
庄
内
式
土
器
の
時
期
に
か
け
て
木
槨
墓
が
盛
行
す
る
と
と
も
に
大
型
化
し
、
分
布
域
も
北
陸
西
部
に
ま
で
及
び
、
古
墳
時
代
前
期
前
葉
に
は
有
力
者
の
埋
葬
施
設
が
木
槨
墓
か
ら
竪
穴
式
石
室
へ
と
移
行
し
て
い
く
が
、
一
部
地
域
（
兵
庫
県
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
三
〇
─
一
号
、
香
川
県
原
間
六
号
墳
）
で
は
五
世
紀
代
ま
で
木
槨
墓
が
残
存
す
る
と
さ
れ
る）11
（
。
　
弥
生
時
代
の
木
槨
墓
に
つ
い
て
、
田
中
清
美
氏
は
集
成
を
も
と
に
し
て
、
底
板
・
柱
・
周
囲
の
礫
の
有
無
を
指
標
と
し
て
構
造
的
分
類
を
行
っ
た
（
図
（
─
（
）。
そ
の
結
論
と
し
て
、
底
板
の
な
い
類
型
が
あ
る
こ
と
が
弥
生
時
代
の
木
槨
の
主
流
で
あ
る
と
し
、
平
面
長
方
形
を
呈
す
る
木
槨
墓
は
春
秋
戦
国
時
代
に
始
ま
り
、
前
漢
代
の
箱
型
木
槨
か
ら
楽
浪
木
槨
・
楽
浪
系
木
槨
へ
の
系
譜
関
係
を
想
定
し
、
弥
生
時
代
の
木
槨
墓
が
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
、
中
国
大
陸
に
淵
源
を
も
つ
と
示
唆
し
、
朝
鮮
半
島
南
部
の
国
や
倭
国
が
楽
浪
郡
を
介
し
て
、
前
漢
・
後
漢
と
交
易
や
交
渉
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
と
し
て
、
弥
生
時
代
の
木
槨
の
系
統
性
を
史
的
状
況
か
ら
論
じ
た
。
九
〇
ま
た
、
魏
志
倭
人
伝
の
「
棺
あ
る
も
槨
な
し
」
に
つ
い
て
は
、
弥
生
中
・
後
期
の
倭
国
に
来
た
中
国
人
に
は
倭
国
の
木
槨
が
当
時
の
中
国
や
楽
浪
郡
の
木
槨
と
同
じ
も
の
と
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
し
た）11
（
。
　
木
槨
と
石
槨
の
二
重
槨
で
あ
る
石
囲
い
木
槨
と
い
う
特
徴
の
あ
る
埋
葬
施
設
（
図
（
─
（
）
で
知
ら
れ
る
三
世
紀
中
頃
の
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
（
奈
良
県
桜
井
市
）
の
報
告
書
の
考
察
で
は
弥
生
時
代
中
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
初
頭
の
木
槨
と
類
似
施
設
の
例
を
集
成
し
て
検
討
し
、
弥
生
時
代
後
期
後
葉
の
中
部
瀬
戸
内
か
ら
山
陰
地
域
の
弥
生
墳
丘
墓
で
盛
行
し
た
類
型
に
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
木
槨
の
直
接
的
な
系
譜
を
求
め
た
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
・
日
本
列
島
の
木
槨
に
み
ら
れ
る
構
築
方
法
や
構
造
（
布
堀
り
状
堀
り
方
・
添
え
柱
・
木
棺
を
支
持
す
る
ま
く
ら
木
）
に
関
し
て
、
中
国
の
木
槨
と
の
違
い
で
あ
る
と
し
、
朝
鮮
半
島
嶺
南
地
域
に
お
け
る
二
世
紀
後
半
か
ら
三
世
紀
前
半
の
木
槨
の
大
型
化
は
、
日
本
列
島
の
木
槨
の
大
型
化
・
構
造
の
複
雑
化
と
ほ
ぼ
軌
を
一
に
す
る
と
し
、
こ
の
よ
う
な
木
槨
の
変
容
が
朝
鮮
半
島
経
由
で
日
本
に
伝
播
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
た）11
（
。
　
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の
木
槨
に
関
し
て
は
、
高
松
雅
文
氏
に
よ
っ
て
竪
穴
式
石
室
と
の
関
係
か
ら
整
理
さ
れ
て
お
り
、
本
論
に
関
係
す
る
内
容
を
摘
要
し
て
お
く
。
木
槨
墓
は
弥
生
時
代
中
期
に
北
部
九
州
で
床
材
を
も
た
な
い
平
面
長
方
形
の
形
態
と
し
て
出
現
し
、
そ
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
床
材
の
あ
る
形
態
の
木
槨
墓
が
中
国
・
朝
鮮
半
島
で
変
容
し
た
後
に
日
本
列
島
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
し
た
。
そ
の
後
、
木
槨
墓
は
弥
生
時
代
後
期
か
ら
終
末
期
に
な
る
と
柱
な
ど
の
補
強
材
や
周
囲
に
石
槨
な
ど
を
伴
う
形
態
へ
と
変
化
し
、
大
型
化
と
構
造
の
複
雑
化
が
み
ら
れ
、
こ
れ
は
朝
鮮
半
島
の
木
槨
墓
の
変
化
と
連
動
し
て
い
る
と
す
る
。
木
槨
墓
の
分
布
は
弥
生
時
代
中
期
に
は
北
部
九
州
と
西
部
瀬
戸
内
の
一
部
に
展
開
し
、
弥
生
時
代
後
期
後
半
に
は
分
布
の
中
心
が
吉
備
・
山
陰
に
移
る
と
と
も
に
地
域
の
有
力
者
の
墳
墓
と
し
て
採
用
さ
れ
、
弥
生
時
代
終
末
期
に
は
長
さ
と
幅
の
双
方
で
さ
ら
に
大
型
化
し
、
重
槨
構
造
を
と
る
例
が
現
れ
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
だ
け
で
な
く
、
近
畿
・
北
陸
に
も
分
布
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
木
槨
墓
は
古
墳
時
代
前
期
に
は
急
に
造
営
さ
れ
な
く
な
り
、
散
在
的
に
わ
ず
か
な
例
が
知
ら
れ
る
の
み
と
な
る
。
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
初
め
の
木
槨
墓
の
展
開
の
画
期
と
し
て
は
弥
生
時
代
後
期
後
半
に
分
布
が
拡
大
す
る
点
に
あ
り
、
消
滅
に
関
し
て
は
弥
生
時
代
終
末
に
急
激
に
終
焉
を
み
る
と
こ
ろ
に
あ
九
一
魏
志
倭
人
伝
の
葬
送
記
事
に
み
る
棺
槨
の
意
味
図 4　弥生〜古墳時代の棺槨の例
1 弥生時代木槨構造の分類模式図〔田中清美論文注（（を一部改変〕
2 ホケノ山古墳木槨平面図
九
二
る
と
す
る
。
ま
た
、
竪
穴
式
石
室
と
の
比
較
で
は
弥
生
時
代
に
は
木
槨
が
よ
り
高
位
階
層
の
人
々
の
墓
で
あ
る
と
し
、
木
槨
と
竪
穴
式
石
室
は
系
譜
が
異
な
る
と
し
た）11
（
。
　
こ
の
よ
う
な
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の
初
め
に
か
け
て
の
木
槨
墓
の
形
態
分
類
に
基
づ
き
、
木
柱
や
積
み
石
な
ど
の
構
造
や
付
帯
施
設
の
特
徴
は
あ
る
が
、
木
槨
自
体
の
基
本
的
要
件
と
し
て
は
平
面
長
方
形
で
箱
形
を
呈
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
（
四
）
中
国
・
朝
鮮
半
島
・
日
本
の
棺
槨
研
究
の
動
向
　
日
本
の
弥
生
時
代
を
中
心
と
し
て
古
墳
時
代
の
始
源
期
ま
で
の
棺
槨
に
関
し
て
は
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
の
墓
制
と
の
関
係
か
ら
整
理
し
て
お
く
。
ま
ず
、
魏
志
倭
人
伝
を
含
む
『
三
国
志
』
が
編
纂
さ
れ
た
時
点
の
中
国
で
は
、
す
で
に
木
槨
墓
は
衰
退
し
て
お
り
、
磚
室
墓
や
洞
室
墓
（
土
洞
墓
）
の
よ
う
な
出
入
り
口
の
付
さ
れ
た
通
路
に
よ
っ
て
外
部
と
の
行
き
来
が
可
能
と
な
り
、
閉
鎖
さ
れ
た
空
間
で
あ
る
木
槨
墓
と
葬
送
や
他
界
の
観
念
が
変
化
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
楽
浪
郡
で
は
墓
制
の
主
流
が
磚
室
墓
へ
と
移
っ
た
三
世
紀
頃
ま
で
木
槨
が
残
存
し
、
中
国
大
陸
側
と
は
異
な
る
墓
制
の
様
相
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
三
国
時
代
に
は
縷
々
述
べ
て
き
た
葬
礼
を
構
成
す
る
棺
槨
の
う
ち
、
槨
は
す
で
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
棺
槨
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
は
現
実
の
習
俗
と
し
て
よ
り
も
葬
礼
を
観
念
的
に
象
徴
す
る
物
質
的
要
素
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
朝
鮮
半
島
で
は
二
世
紀
頃
に
は
木
槨
墓
が
出
現
し
た
と
み
ら
れ
て
お
り
、
新
羅
の
積
石
木
槨
墓
に
典
型
的
な
よ
う
に
他
の
施
設
を
伴
い
、
地
域
に
よ
っ
て
は
五
世
紀
頃
ま
で
行
わ
れ
た
。
　
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
初
め
頃
に
か
け
て
の
日
本
列
島
に
は
北
陸
以
西
に
木
槨
墓
が
散
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
時
期
に
木
槨
墓
が
出
現
し
た
朝
鮮
半
島
か
ら
の
影
響
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
朝
鮮
半
島
の
木
槨
墓
は
楽
浪
郡
の
墓
制
か
ら
の
系
譜
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
同
時
期
の
中
国
で
は
す
で
に
木
槨
墓
が
衰
退
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
始
め
に
か
け
て
の
木
槨
墓
に
つ
い
て
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
系
統
性
が
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
淵
源
は
楽
浪
郡
の
木
槨
墓
に
あ
る
と
す
る
見
方
が
主
体
で
あ
る
。
九
三
魏
志
倭
人
伝
の
葬
送
記
事
に
み
る
棺
槨
の
意
味
い
ず
れ
に
し
ろ
、
現
状
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
木
槨
墓
の
研
究
か
ら
は
、『
三
国
志
』
編
纂
時
点
の
中
国
で
は
完
整
な
棺
槨
を
備
え
た
墓
は
理
念
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
四　
棺
槨
の
語
と
魏
志
倭
人
伝
の
葬
礼
記
述
の
意
味
　
こ
こ
ま
で
中
国
の
史
料
・
文
献
と
考
古
学
の
成
果
か
ら
魏
志
倭
人
伝
に
み
え
る
「
棺
あ
る
も
槨
な
し
」
と
い
う
倭
人
の
葬
送
儀
礼
を
検
討
す
る
た
め
に
同
時
代
的
な
知
見
を
整
理
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
魏
志
倭
人
伝
の
葬
礼
記
事
と
棺
槨
に
関
す
る
同
時
代
的
な
認
識
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
　
ま
ず
、
中
国
古
代
に
お
け
る
葬
送
観
念
に
お
い
て
は
、
棺
と
槨
は
死
者
の
身
体
を
土
か
ら
隔
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
腐
敗
を
防
ぐ
と
い
う
効
果
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
棺
と
と
く
に
槨
は
材
の
厚
さ
と
こ
れ
ら
を
重
ね
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
棺
槨
を
厚
く
、
多
重
に
す
る
こ
と
が
厚
葬
の
重
要
な
基
準
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
欠
く
こ
と
は
儒
教
的
な
葬
礼
に
お
い
て
は
死
者
の
肉
体
を
保
全
す
る
点
に
お
い
て
要
件
を
欠
く
も
の
と
さ
れ
た
。
　
こ
の
点
に
お
い
て
、
魏
志
倭
人
伝
に
み
え
る
棺
を
用
い
、
槨
を
用
い
な
い
と
い
う
倭
人
の
風
習
は
、
儒
教
的
葬
礼
の
規
範
や
同
時
代
の
厚
葬
の
規
範
か
ら
は
、『
三
国
志
』
編
纂
時
点
で
は
倭
人
が
少
な
く
と
も
厚
葬
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
倭
人
の
葬
礼
と
対
置
的
に
理
解
で
き
る
の
が
、「
厚
葬
に
し
て
、
槨
有
れ
ど
も
棺
無
し
」
と
あ
る
『
三
国
志
』
魏
書
東
夷
伝
夫
余
条
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
魏
志
倭
人
伝
と
夫
余
伝
の
葬
礼
に
関
す
る
記
述
を
対
比
し
て
み
る
と
、『
三
国
志
』
の
編
者
は
中
国
社
会
の
礼
俗
の
規
範
か
ら
は
東
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
な
か
で
も
相
対
的
に
倭
人
の
薄
葬
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
倭
の
葬
送
に
関
す
る
習
俗
の
重
要
な
記
述
と
し
て
は
、
卑
弥
呼
の
葬
礼
と
墓
に
関
す
る
内
容
を
あ
げ
ね
ば
な
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、
魏
志
倭
人
伝
に
は
卑
弥
呼
の
墓
は
「
卑
弥
呼
以
死
。
大
作
冢
径
百
余
歩
。
徇
葬
者
奴
婢
百
余
人
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
な
か
で
と
く
に
造
墓
に
関
わ
る
考
え
方
や
労
力
を
含
め
た
上
で
の
規
模
と
し
て
「
大
作
冢
」
と
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
語
は
『
三
国
九
四
志
』
で
は
呉
書
・
孫
和
何
姫
伝
の
裴
松
之
注
に
引
く
『
江
表
伝
』
に
用
例
が
み
え
る
。
孫
晧
が
張
布
の
娘
を
美
人
（
皇
妃
の
位
の
一
つ
）
と
し
て
寵
愛
し
、
こ
の
夫
人
が
死
ん
だ
時
、
孫
晧
は
悲
し
み
と
思
慕
か
ら
後
苑
に
大
き
な
冢
を
築
い
た
。
工
人
た
ち
に
命
じ
て
柏
の
木
で
人
形
を
作
ら
せ
、
そ
れ
ら
を
冢
の
中
に
入
れ
て
墓
を
守
る
護
衛
兵
と
し
、
金
銀
や
珍
宝
を
夫
人
と
一
緒
に
葬
っ
た
が
、
そ
の
数
は
莫
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
葬
礼
が
終
わ
っ
た
後
、
孫
皓
は
後
宮
に
引
き
こ
も
っ
て
喪
に
服
し
、
半
年
も
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
の
で
、
都
の
人
々
は
葬
礼
が
大
い
に
豪
奢
で
あ
っ
た
た
め
、
み
な
孫
皓
が
死
ん
で
、
こ
の
よ
う
に
葬
ら
れ
た
の
だ
と
い
っ
た
、
と
あ
る）1（
（
。
　
こ
こ
で
は
「
大
作
冢
」
が
厚
葬
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
葬
礼
が
呉
の
皇
帝
で
あ
る
孫
皓
の
葬
礼
と
見
紛
う
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
用
例
と
用
法
を
敷
衍
し
、
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
る
よ
う
に
経
書
な
ど
に
み
え
る
墳
丘
の
高
低
を
厚
葬
の
規
範
と
す
る
な
ら
ば
、
卑
弥
呼
の
墓
つ
い
て
の
「
大
作
冢
」
と
い
う
語
の
用
い
方
も
厚
葬
を
指
す
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
　
こ
こ
ま
で
の
知
見
を
総
じ
て
い
う
な
ら
ば
、
倭
人
の
葬
送
習
俗
と
し
て
は
、
卑
弥
呼
の
墓
の
用
語
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
厚
葬
が
あ
り
、
そ
の
一
方
で
倭
人
の
一
般
的
習
俗
と
し
て
棺
の
み
を
用
い
、
槨
を
用
い
な
い
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
薄
葬
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
為
政
者
で
あ
る
卑
弥
呼
の
厚
葬
と
倭
人
一
般
の
薄
葬
と
が
対
比
的
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
階
層
関
係
と
そ
れ
に
よ
る
礼
俗
が
両
者
の
差
異
と
し
て
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
倭
人
一
般
の
葬
送
は
楊
王
孫
の
説
く
「
臝
葬
」
の
よ
う
な
極
端
な
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
棺
の
み
を
用
い
る
こ
と
に
よ
る
薄
葬
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
中
国
古
代
以
来
の
葬
礼
を
規
範
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
ひ
る
が
え
っ
て
同
時
代
の
中
国
の
墓
制
を
み
る
に
、
棺
槨
の
双
方
を
備
え
た
木
材
を
多
用
す
る
墓
室
構
造
は
す
で
に
消
滅
し
て
お
り
、
出
入
り
口
を
設
け
、
墓
室
内
部
へ
の
行
き
来
が
可
能
な
磚
室
墓
へ
と
、
そ
の
主
流
が
変
化
し
て
い
る
。
曹
操
の
墓
と
さ
れ
る
西
高
穴
二
号
墓
が
、
こ
の
よ
う
な
出
入
り
口
を
も
つ
磚
室
墓
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
拠
と
す
る
ま
で
も
な
く
、
既
述
の
中
国
古
代
墓
制
の
変
遷
観
か
ら
も
、
三
国
時
代
に
は
磚
室
墓
が
主
た
る
墓
制
で
あ
っ
た
こ
と
は
一
般
的
な
認
識
で
あ
る
。
九
五
魏
志
倭
人
伝
の
葬
送
記
事
に
み
る
棺
槨
の
意
味
　
す
な
わ
ち
、
魏
志
倭
人
伝
と
同
時
代
の
中
国
で
は
、
す
で
に
木
材
で
構
築
し
た
槨
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
、『
三
国
志
』
編
纂
時
に
棺
槨
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
時
期
の
日
本
列
島
に
は
木
槨
が
存
在
し
、
被
葬
者
の
階
層
性
を
反
映
す
る
と
さ
れ
る
が
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
魏
志
倭
人
伝
の
「
棺
あ
る
も
槨
な
し
」
に
つ
い
て
、
魏
の
遣
使
な
ど
に
と
っ
て
は
倭
国
の
木
槨
が
当
時
の
中
国
や
楽
浪
郡
の
木
槨
と
同
じ
も
の
と
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
所
見
が
参
考
に
な
る
。
三
国
時
代
に
お
い
て
棺
槨
を
葬
礼
の
規
範
と
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
理
念
的
な
次
元
で
の
認
識
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
『
三
国
志
』
編
纂
時
点
に
お
け
る
儒
教
的
葬
礼
に
基
づ
く
観
念
的
な
規
範
に
お
い
て
な
さ
れ
た
の
が
、
槨
を
用
い
ず
、
棺
の
み
を
用
い
る
倭
人
の
葬
礼
の
記
述
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
記
述
の
み
を
も
っ
て
、
個
別
具
体
的
な
考
古
学
的
事
例
と
比
較
、
対
照
し
た
う
え
で
、
倭
の
葬
礼
の
実
態
と
し
て
の
理
解
や
位
置
づ
け
と
直
結
す
る
こ
と
は
、『
三
国
志
』
編
述
の
同
時
代
的
な
検
討
と
し
て
は
方
法
を
逸
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
い
っ
ぽ
う
倭
人
の
習
俗
に
関
す
る
『
三
国
志
』
の
認
識
の
背
景
は
東
夷
伝
の
序
が
参
照
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
夷
狄
の
邦
と
い
え
ど
も
、
俎
豆
の
象
（
か
た
ち
）
存
り
。
中
国
礼
を
失
し
、
こ
れ
を
四
夷
に
求
む
、
猶
、
信
あ
り
」
と
い
う
記
述
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
十
七
年
の
孔
子
の
言
に
も
と
づ
く
と
さ
れ）11
（
、
典
故
に
儒
教
的
な
背
景
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
後
に
「
そ
の
国
を
撰
次
し
、
そ
の
同
異
を
列
し
、
以
て
前
史
の
未
だ
備
わ
ら
ざ
る
所
を
接
（
つ
）
ぐ
」
と
い
う
陳
寿
の
言
が
続
く）11
（
。
こ
こ
で
は
東
夷
は
夷
狄
の
国
々
で
あ
る
と
い
え
ど
も
、
俎
豆
す
な
わ
ち
祭
祀
の
儀
礼
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
中
国
に
礼
が
失
わ
れ
た
時
、
四
方
の
異
民
族
の
間
に
そ
の
礼
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
も
実
際
に
あ
り
え
る
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
た
め
に
国
々
を
撰
次
し
、
そ
れ
ら
の
同
異
を
列
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
史
書
に
未
整
備
の
内
容
を
補
う
、
と
述
べ
て
い
る
。
序
文
で
は
俎
豆
に
象
徴
さ
れ
る
儒
教
的
な
礼
俗
が
東
夷
諸
族
に
関
す
る
文
化
的
判
断
の
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
認
識
に
お
い
て
は
棺
槨
を
と
も
に
備
え
、
か
つ
そ
れ
ら
が
多
重
で
あ
る
こ
と
が
厚
葬
の
程
度
を
顕
現
す
る
儒
教
的
葬
礼
の
規
範
と
な
っ
て
い
る
。
東
夷
伝
の
記
述
を
み
る
と
、
東
沃
沮
は
槨
を
用
い
、
土
葬
し
て
残
っ
た
骨
の
み
を
槨
に
納
め
、
一
家
の
人
々
は
み
な
一
つ
の
槨
を
共
有
し
て
い
る
と
さ
れ）11
（
、
韓
で
は
棺
は
あ
る
が
槨
が
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る）11
（
。
高
句
麗
で
は
金
銀
財
宝
を
費
や
し
て
、「
厚
葬
」
す
な
わ
ち
厚
く
葬
る
と
あ
る
い
っ
ぽ
う
、
石
を
積
ん
九
六
で
封
と
な
し
、
松
柏
を
植
え
る
と
あ
り）11
（
、
こ
れ
は
積
石
塚
を
指
す
か
ら
、
こ
の
点
で
は
一
定
の
事
実
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
も
、
さ
き
に
ふ
れ
た
夫
余
伝
の
槨
と
と
も
に
高
句
麗
に
み
ら
れ
る
副
葬
品
な
ど
に
よ
る
厚
葬
と
は
別
の
要
素
と
し
て
、
槨
は
用
い
ず
、
棺
の
み
を
用
い
る
と
い
う
倭
人
の
葬
送
習
俗
は
棺
槨
に
対
す
る
葬
礼
の
規
範
に
よ
り
な
が
ら
、
東
夷
の
習
俗
の
な
か
で
相
対
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
結
語
　
本
論
で
は
魏
志
倭
人
伝
に
み
え
る
棺
槨
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
文
献
・
史
書
や
考
古
資
料
を
参
照
し
て
、『
三
国
志
』
編
纂
時
点
で
の
習
俗
と
そ
の
認
識
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
を
試
み
た
、
以
下
に
行
文
に
そ
っ
て
摘
要
す
る
こ
と
で
結
語
に
か
え
た
い
。
　
ま
ず
、
魏
志
倭
人
伝
に
み
え
る
棺
槨
に
関
す
る
研
究
史
を
整
理
し
、
そ
の
う
ち
中
国
の
史
書
や
経
書
に
依
拠
し
た
出
典
論
的
方
法
を
考
古
資
料
と
の
相
対
に
よ
り
行
う
研
究
を
再
評
価
し
た
。
　
次
に
魏
志
倭
人
伝
と
編
纂
時
期
あ
る
い
は
内
容
の
示
す
時
代
が
近
い
中
国
史
料
や
経
書
等
に
み
え
る
棺
槨
の
用
例
と
用
法
を
抽
出
し
、
棺
槨
は
葬
礼
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
そ
の
厚
み
や
重
層
の
程
度
あ
る
い
は
材
質
は
身
分
階
層
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
遺
骸
の
保
全
と
い
う
点
か
ら
、
厚
葬
と
薄
葬
を
分
か
つ
葬
礼
の
規
範
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
　
さ
ら
に
魏
志
倭
人
伝
に
併
行
す
る
時
期
の
中
国
・
朝
鮮
半
島
・
日
本
列
島
の
棺
槨
の
実
態
に
関
し
て
考
古
資
料
を
も
と
に
整
理
し
、
こ
の
時
期
の
中
国
で
は
木
槨
墓
が
す
で
に
衰
退
し
て
お
り
、
出
入
り
口
を
設
け
、
墓
室
内
へ
の
行
き
来
が
可
能
な
墓
制
へ
と
変
容
し
て
お
り
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
初
め
に
か
け
て
の
木
槨
墓
に
つ
い
て
は
朝
鮮
半
島
か
ら
の
系
統
性
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
淵
源
に
つ
い
て
は
楽
浪
地
域
の
木
槨
墓
に
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
現
状
で
の
東
ア
ジ
ア
お
よ
び
日
本
列
島
の
木
槨
墓
に
関
す
る
系
譜
に
関
す
る
知
見
を
摘
要
し
た
。
　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
魏
志
倭
人
伝
に
み
え
る
棺
槨
の
語
を
葬
礼
の
記
述
の
な
か
で
理
解
す
る
こ
と
を
試
み
、
そ
の
結
果
、
魏
志
倭
人
九
七
魏
志
倭
人
伝
の
葬
送
記
事
に
み
る
棺
槨
の
意
味
伝
と
同
時
代
の
中
国
で
は
す
で
に
木
材
に
よ
る
構
築
物
と
し
て
の
槨
は
基
本
的
に
存
在
せ
ず
、
棺
槨
を
葬
礼
の
規
範
と
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
理
念
的
な
次
元
で
の
認
識
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
観
念
的
な
葬
礼
の
規
範
に
お
い
て
記
述
さ
れ
た
の
が
魏
志
倭
人
伝
の
槨
を
用
い
ず
、
棺
の
み
を
用
い
る
と
い
う
記
述
で
あ
っ
た
と
結
論
し
た
。
よ
っ
て
こ
の
記
述
の
み
を
も
っ
て
、
実
態
と
し
て
の
個
別
具
体
的
な
事
例
と
対
照
し
て
倭
の
葬
送
を
論
じ
る
視
点
よ
り
も
、『
三
国
志
』
編
纂
時
点
で
の
厚
葬
・
薄
葬
と
い
う
葬
礼
の
次
元
で
の
同
時
代
的
認
識
と
し
て
把
握
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
註（（
）
用
字
に
関
し
て
、
本
来
の
椁
は
引
用
箇
所
に
用
い
、
そ
の
他
は
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
槨
を
用
い
た
。
（
（
）
三
品
彰
英
『
邪
馬
台
国
研
究
総
覧
』（
創
元
社
、
一
九
七
〇
年
）
一
〇
八
～
一
〇
九
頁
（
（
）
佐
伯
有
清
『
魏
志
魏
志
倭
人
伝
を
読
む　
上　
邪
馬
台
国
へ
の
道
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
四
五
～
一
四
七
頁
（
（
）
栗
原
圭
介
「
棺
椁
考
」（『
大
東
文
化
大
学
紀
要　
文
学
篇
』
九
、
一
九
七
六
年
）
（
（
）
『
礼
記
』
壇
弓
上


国
子
高
曰
葬
也
者
、
蔵
也
、
蔵
也
者
、
欲
人
之
弗
得
見
也
。
是
故
、
衣
足
以
飾
身
、
棺
周
於
衣
、
槨
周
於
棺
、
反
壤
樹
之
哉
。
（
（
）
『
論
語
』
先
進
篇


顏
淵
死
、
顏
路
請
子
之
車
以
爲
之
椁
。
子
曰
才
不
才
、
亦
各
言
其
子
也
。
鯉
也
死
、
有
棺
而
無
椁
、
吾
不
徒
行
以
爲
之
椁
。
以
吾
従
大
夫
之
後
、
不
可
徒
行
也
。
（
（
）
『
荀
子
』
正
論


世
俗
之
為
説
者
曰
太
古
薄
葬
、
棺
厚
三
寸
、
衣
衾
三
領
、
葬
田
不
妨
田
、
故
不
掘
也
。
（
（
）
『
墨
子
』
節
用
中


古
者
聖
王
制
為
節
葬
之
法
曰
衣
三
領
、
足
以
朽
肉
、
棺
三
寸
、
足
以
朽
骸
…
（
後
略
）
（
（
）
『
墨
子
』
節
葬
下


故
古
聖
王
制
為
葬
埋
之
法
、
曰
棺
三
寸
、
足
以
朽
体
、
衣
衾
三
領
、
足
以
覆
悪
。
（
（0
）
『
礼
記
』
壇
弓
上


昔
者
夫
子
居
於
宋
、
見
桓
司
馬
自
為
石
槨
、
三
年
而
不
成
。
夫
子
曰
若
是
其
靡
也
、
死
不
如
速
朽
之
愈
也
。
（
（（
）
『
礼
記
』
檀
弓
上


曾
子
曰
子
何
以
知
之
。
有
子
曰
夫
子
制
於
中
都
、
四
寸
之
棺
、
五
寸
之
槨
、
以
斯
知
不
欲
速
朽
也
。
（
（（
）
楊
王
孫
と
臝
葬
に
つ
い
て
は
下
記
論
文
参
照
。
な
お
、
現
代
中
国
語
で
は
臝
葬
は
裸
葬
と
表
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。


卜
白
「
楊
王
孫
赢
葬
論
」（『
孔
子
研
究
』
一
九
九
八
年
第
一
九
八
期
）〔
中
国
語
文
献
〕


華
夫
脱
「
楊
王
孫
的
“裸
葬
”
心
声
」（『
雑
文
月
刊
』
二
〇
一
三
年
第
九
期
）〔
中
国
語
文
献
〕


趙
超
「
“一
牀
錦
被
遮
蓋
”
与
中
国
古
代
“
裸
葬
”
習
俗
」
（『
大
衆
考
古
』
二
〇
一
五
年
第
一
二
期
）〔
中
国
語
文
献
〕


王
杰
「
両
漢
薄
葬
遺
令
的
探
究
」（『
佳
木
斯
教
育
学
院
学
報
』
二
〇
一
三
年
第
九
期
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
『
漢
書
』
巻
六
七
・
楊
胡
朱
梅
云
伝
第
三
七
・
楊
王
孫


死
則
為
布
囊
盛
尸
、
入
地
七
尺
、
既
下
、
従
足
引
脱
其
囊
、
以
身
親
土
。
（
（（
）
牧
尾
良
海
「
漢
代
薄
葬
論
の
典
型
─
楊
王
孫
と
趙
咨
─
」（『
智
山
学
報
』
一
二
・
一
三
、
一
九
六
四
年
）


楊
王
孫
と
趙
咨
の
薄
葬
論
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
こ
の
論
考
に
よ
っ
た
。
（
（（
）
『
礼
記
』
壇
弓
上


有
虞
氏
瓦
棺
、
夏
后
氏
堲
周
、
殷
人
棺
槨
、
周
人
牆
置
翣
。
（
（（
）
李
玉
沽
「
試
論
我
国
古
代
棺
椁
制
度
」（『
中
原
文
物
』
一
九
九
〇
年
第
二
期
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
池
田
末
利
「
魂
・
魄
考
─
思
想
の
起
源
と
発
展
」『
中
国
古
代
宗
教
史
研
究
─
制
度
と
思
想
─
』（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
）〔
初
出
は
一
九
五
三
年
〕


福
永
光
司
・
興
膳
宏
『
荘
子
』
外
篇
（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
（
（（
）
小
南
一
郎
『
楚
辞
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
）
四
八
～
五
五
頁
（
（（
）
『
荘
子
』
外
篇


紛
乎
宛
乎
、
魂
魄
将
往
、
乃
身
従
之
、
乃
大
帰
乎
。
（
（0
）
『
韓
非
子
』
解
老
篇


凡
所
謂
崇
者
、
魂
魄
去
而
精
神
乱
、
精
神
乱
則
無
徳
。
鬼
不
崇
人
則
魂
魄
不
去
、
魂
魄
不
去
而
精
神
不
乱
、
精
神
不
乱
之
謂
有
徳
。
（
（（
）
『
楚
辞
』
国
殤


身
既
死
兮
神
以
靈
，
子
魂
魄
兮
為
鬼
雄
。
（
（（
）
考
古
学
的
観
点
か
ら
東
晋
代
の
壁
画
傍
題
や
唐
代
墓
誌
に
み
え
る
語
句
な
ど
の
考
古
資
料
に
招
魂
の
痕
跡
を
求
め
よ
う
と
し
た
最
近
の
論
考
と
し
て
は
下
記
が
あ
る
。


李
梅
田
・
李
童
「
魂
帰
于
墓
：
中
古
招
魂
葬
略
論
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
九
年
第
四
期
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
魂
魄
に
関
す
る
言
説
は
数
多
い
が
、
以
上
に
あ
げ
た
古
典
の
記
述
の
吟
味
や
考
古
資
料
の
接
点
も
含
め
て
、
本
論
で
参
照
し
た
近
年
の
論
考
を
あ
げ
て
お
く
。


白
雲
飛
「
魂
魄
」
に
つ
い
て
：『
荘
子
』
と
『
楚
辞
』
を
中
心
に
」（『
人
間
社
会
学
研
究
集
録
』〔
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
人
間
社
会
学
研
究
科
〕
六
、
二
〇
一
一
年
）


黄
暁
芬
「
魂
魄
説
：
古
代
中
国
の
祖
霊
祭
祀
に
つ
い
て
」（『
総
合
人
間
科
学
』〔
東
亜
大
学
総
合
人
間
・
文
化
学
部
文
明
史
学
研
究
室
〕
一
、
二
〇
〇
一
年
）
（
（（
）
『
墨
子
』
七
患


故
曰
以
其
極
賞
、
以
賜
無
功
、
虚
其
府
庫
、
以
備
車
馬
衣
裘
奇
怪
、
苦
其
役
徒
、
以
治
宮
室
観
楽
、
死
又
厚
為
棺
槨
、
多
為
衣
裘
、
生
時
治
台
榭
、
死
又
修
墳
墓
、
故
民
苦
於
外
…
（
後
略
）
（
（（
）
『
礼
記
』
月
礼


命
百
官
…
（
中
略
）
…
審
棺
槨
之
薄
厚
、
塋
丘
壟
之
大
小
、
高
九
九
魏
志
倭
人
伝
の
葬
送
記
事
に
み
る
棺
槨
の
意
味
卑
、
厚
薄
之
度
、
貴
賤
之
等
級
。
（
（（
）
『
礼
記
』
礼
器


有
以
大
為
貴
者
、
宮
室
之
量
、
器
皿
之
度
、
棺
槨
之
厚
、
丘
封
之
大
、
此
以
大
為
貴
也
。
（
（（
）
『
墨
子
』
節
葬
下


此
存
乎
王
公
大
人
有
喪
者
、
曰
棺
槨
必
重
、
葬
埋
必
厚
、
衣
衾
必
多
、
文
繡
必
繁
、
丘
隴
必
巨
。
（
（（
）
『
礼
記
』
壇
弓
上


天
子
之
棺
四
重
、
水
兕
革
棺
被
之
、
其
厚
三
寸
、
杝
棺
一
、
梓
棺
二
、
四
者
皆
周
。
（
（（
）
『
荀
子
』
礼
論
篇


故
天
子
棺
槨
七
重
、
諸
侯
五
重
、
大
夫
三
重
、
士
再
重
。
（
（0
）
『
荘
子
』
天
下
篇


天
子
棺
槨
七
重
、
諸
侯
五
重
、
大
夫
三
重
、
士
再
重
。
（
（（
）
栗
原
圭
介
「
棺
椁
考
」（
前
掲
注
（
）
（
（（
）
『
後
漢
書
』
樊
宏
陰
識
列
伝
第
二
二
・
樊
宏


二
十
七
年
、
卒
。
遺
敕
薄
葬
、
一
無
所
用
、
以
為
棺
柩
一
臧
、
不
宜
複
見
、
如
有
腐
敗
、
傷
孝
子
之
心
、
（
（（
）
『
三
国
志
』
巻
五
二
・
呉
書
七
・
張
顧
諸
葛
步
伝
・
張
昭


年
八
十
一
、
嘉
禾
五
年
卒
。
遺
令
幅
巾
素
棺
、
斂
以
時
服
。
權
素
服
臨
弔
、
諡
曰
文
侯
。
（
（（
）
『
三
国
志
』
巻
五
二
・
呉
書
七
・
張
顧
諸
葛
步
伝
・
諸
葛
瑾


赤
烏
四
年
、
年
六
十
八
卒
、
遺
命
令
素
棺
斂
以
時
服
、
事
従
省
約
。
（
（（
）
『
後
漢
書
』
志
第
六
・
礼
儀
下


諸
侯
王
、
公
主
、
貴
人
皆
樟
棺
、
洞
朱
、
雲
気
画
。
公
、
特
進
樟
棺
黒
漆
。
（
（（
）
陳
頴
「
三
国
時
期
的
薄
葬
与
厚
葬
」（『
成
都
大
学
学
報
〔
社
科
版
〕
二
〇
〇
九
年
第
六
期
）〔
中
国
語
文
献
〕


王
傑
「
両
漢
薄
葬
違
令
的
研
究
」（『
佳
木
斯
教
育
学
院
学
報
』
二
〇
一
三
年
第
九
期
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
郭
宝
鈞
『
中
国
青
銅
器
時
代
』（
新
華
書
店
、
一
九
六
三
年
）
一
八
四
～
一
九
〇
頁
〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
劉
仕
驥
『
中
国
葬
送
捜
奇
』（
上
海
書
局
、
一
九
五
七
年
）
四
～
五
頁
〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
李
玉
洁
「
試
論
我
国
古
代
棺
椁
制
度
」（『
中
原
文
物
』
一
九
九
〇
年
第
二
期
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（0
）
浙
江
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
南
河
浜
─
崧
沢
文
化
遺
址
発
掘
報
告
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
趙
輝
・
芮
国
耀
「
浙
江
桐
郷
普
安
橋
遺
址
発
掘
簡
報
」（『
文
物
』
一
九
九
八
年
第
四
期
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
大
汶
口
続
集
─
大
汶
口
遺
址
第
二
、
三
次
発
掘
報
告
』（
科
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
山
東
省
博
物
館
・
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
鄒
県
野
店
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
ほ
か
「
臨
朐
県
西
朱
封
龍
山
文
化
重
淳
墓
的
清
理
」
張
学
海
主
編
『
海
岱
考
古
』
第
一
集
（
山
東
大
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）〔
中
国
語
文
献
〕


中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
「
山
東
臨
朐
西
朱
封
龍
山
文
化
墓
葬
」（『
考
古
』
一
九
九
〇
年
第
七
期
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
近
年
の
専
論
と
し
て
は
、
邵
崇
山
「
先
秦
時
期
墓
葬
棺
椁
制
度
一
〇
〇
略
論
」（『
保
定
学
院
学
報
』
二
四
─
四
、
二
〇
一
一
年
）〔
中
国
語
文
献
〕


引
用
し
た
論
文
の
他
に
下
記
論
考
を
参
照
し
た
。


黄
暁
芬
「
中
国
の
木
槨
墓
の
形
成
過
程
」（『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
五
一
七
、
二
〇
〇
四
年
）


宋
玲
平
「
晋
系
墓
葬
棺
椁
多
重
制
度
的
考
察
」（『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
八
年
第
三
期
）〔
中
国
語
文
献
〕


白
国
紅
・
賀
軍
妙
「
従
棺
椁
制
度
的
演
变
看
春
秋
晚
期
新
的
礼
制
規
範
的
形
成—
—
以
太
原
金
勝
村
趙
卿
墓
為
切
入
点
」（『
山
西
師
大
学
報
〔
社
会
科
学
版
〕』
二
〇
〇
八
年
第
四
期
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
黄
暁
芬
「
漢
墓
の
変
容
─
槨
か
ら
室
へ
」（『
史
林
』
七
七
─
五
、
一
九
九
四
年
）


黄
暁
芬
『
中
国
古
代
葬
制
の
伝
統
と
変
革
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
（
（（
）
袁
勝
文
「
棺
槨
制
度
的
産
生
和
演
変
述
論
」（『
南
開
学
報
〔
哲
学
社
会
科
学
版
〕
二
〇
一
四
年
第
三
期
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
山
東
大
学
歴
史
系
考
古
専
業
教
研
室
編
『
泗
水
尹
家
城
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
論
旨
と
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、
棺
槨
制
度
の
完
成
に
関
し
て
は
下
記
の
説
が
あ
る
。


西
周
説
─
張
得
水
「
中
原
地
区
原
始
棺
槨
制
度
的
起
源
与
発
展
」『
中
原
地
区
文
明
化
進
程
学
術
研
討
論
文
集
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）〔
中
国
語
文
献
〕


前
漢
代
初
め
頃
─
李
玉
洁
「
試
論
我
国
古
代
棺
椁
制
度
」（
前
掲
注
（（
）


春
秋
時
代
中
頃
か
ら
戦
国
時
代
初
め
頃
─
趙
化
成
「
周
代
棺
槨
多
重
制
度
研
究
」（『
国
学
研
究
』
五
、
一
九
九
八
年
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（0
）
黄
暁
芬
「
漢
墓
の
変
容
─
槨
か
ら
室
へ
」（
前
掲
注
（（
）


黄
暁
芬
『
中
国
古
代
葬
制
の
伝
統
と
変
革
』（
前
掲
注
（（
）
（
（（
）
こ
れ
ら
を
整
理
し
た
論
考
と
し
て
は
下
記
参
照
。


劉
尊
志
「
西
漢
諸
侯
王
墓
棺
槨
及
置
槨
窆
棺
工
具
浅
論
」（『
考
古
与
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
馬
育
良
「
六
安
双
墩
一
号
漢
墓
墓
主
考
」（『
合
肥
師
範
学
院
学
報
』
二
〇
〇
八
年
第
四
期
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
石
家
庄
市
図
書
館
文
物
考
古
小
組
「
河
北
石
家
庄
市
北
郊
西
漢
墓
発
掘
簡
報
」（『
考
古
』
一
九
八
〇
年
第
一
期
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
・
長
沙
簡
牘
博
物
館
「
湖
南
長
沙
望
城
坡
西
漢
漁
陽
墓
発
掘
簡
報
」、
宋
少
華
「
長
沙
西
漢
漁
陽
墓
相
関
問
題
芻
議
」（『
文
物
』
二
〇
一
〇
年
第
四
期
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
何
旭
紅
「
湖
南
望
城
風
篷
嶺
漢
墓
年
代
及
墓
主
考
」（『
文
物
』
二
〇
〇
七
年
第
一
二
期
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
河
北
省
文
物
研
究
所
等
「
献
県
第
三
六
号
漢
墓
発
掘
報
告
」
河
北
省
文
物
研
究
所
編
『
河
北
省
考
古
文
集
』
第
一
集
（
東
方
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
長
沙
市
文
化
局
文
物
組
「
長
沙
陡
壁
山
西
漢
曹
撰
墓
」（『
文
物
』
一
九
七
九
年
第
三
期
）〔
中
国
語
文
献
〕


湖
南
省
博
物
館
「
長
沙
象
鼻
嘴
一
号
漢
墓
価
」（『
考
古
学
報
』
一
九
八
一
年
第
一
期
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
任
相
宏
・
崔
大
庸
「
山
東
長
清
県
双
乳
山
一
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」（『
考
古
』
一
九
九
七
年
第
三
期
）〔
中
国
語
文
献
〕
一
〇
一
魏
志
倭
人
伝
の
葬
送
記
事
に
み
る
棺
槨
の
意
味
（
（（
）
大
葆
台
漢
墓
発
掘
組
・
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
北
京
大
葆
台
漢
墓
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（0
）
王
鑫
・
程
利
「
石
景
山
区
老
山
漢
墓
」（『
中
国
考
古
学
年
鑑
』
二
〇
〇
一
年
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
劉
来
成
「
河
北
定
県
四
〇
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」（『
文
物
』
一
九
八
一
年
第
八
期
）〔
中
国
語
文
献
〕


こ
の
墓
は
前
漢
中
山
懐
王
劉
修
墓
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
（
（（
）
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
洛
陽
燒
溝
漢
墓
：
洛
陽
区
考
古
発
掘
隊
』（
科
学
出
版
社
、
一
九
五
九
年
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
白
雲
翔
「
漢
末
・
三
国
時
代
考
古
お
よ
び
そ
の
新
展
開
─
北
方
曹
魏
を
中
心
に
─
」
愛
媛
大
学
古
代
鉄
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
曹
操
高
陵
の
発
見
と
そ
の
意
義
─
三
国
志　
魏
の
世
界
─
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
（
（（
）
近
年
に
お
い
て
、
三
国
時
代
の
墳
墓
に
つ
い
て
整
理
し
た
専
論
と
し
て
は
下
記
が
あ
る
。


韓
国
河
・
朱
津
「
三
国
時
期
墓
葬
特
征
述
論
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
〇
年
第
六
期
）〔
中
国
語
文
献
〕
（
（（
）
河
南
省
文
物
考
古
研
究
院
編
『
曹
操
高
陵
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）〔
中
国
語
文
献
〕


愛
媛
大
学
東
ア
ジ
ア
古
代
鉄
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
曹
操
高
陵
の
発
見
と
そ
の
意
義
：
三
国
志
魏
の
世
界
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）


河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
編
著
：
渡
邉
義
浩
監
訳
解
説
：
谷
口
建
速
訳
『
曹
操
墓
の
真
相
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
一
年
）


河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
編
著
『
曹
操
墓
真
相
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）〔
中
国
語
文
献
〕
ほ
か
。
（
（（
）
黄
暁
芬
「
漢
墓
の
変
容
─
槨
か
ら
室
へ
」（
前
掲
注
（（
）


黄
暁
芬
『
中
国
古
代
葬
制
の
伝
統
と
変
革
』（
前
掲
注
（（
）
（
（（
）
本
論
で
摘
要
し
た
高
久
氏
の
見
解
は
下
記
の
論
考
に
よ
っ
た
。


高
久
健
二
「
楽
浪
墳
墓
の
編
年
」（『
考
古
学
雑
誌
』
七
八
─
四
、
一
九
九
三
年
）


高
久
健
二
『
楽
浪
古
墳
文
化
研
究
』（
学
研
文
化
社
、
一
九
九
五
年
）〔
ハ
ン
グ
ル
文
献
〕


高
久
健
二
「
楽
浪
の
木
槨
墓
」（『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
五
一
七
、
二
〇
〇
四
年
）


高
久
健
二
「
韓
国
に
お
け
る
原
三
国
時
代
の
墓
制
」（『
季
刊
考
古
学
』
九
二
、
二
〇
〇
五
年
）
（
（（
）
東
潮
「
魏
晋
と
魏
志
東
夷
伝
諸
国
の
墓
制
」（『
朝
鮮
学
報
』
二
二
九
、
二
〇
一
三
年
）
（
（（
）
高
久
健
二
「
楽
浪
の
木
槨
墓
」（
前
掲
注
（（
）
（
（0
）
李
柱
憲
「
三
韓
の
木
棺
墓
に
つ
い
て
─
嶺
南
地
方
出
土
資
料
を
中
心
に
─
」（『
古
文
化
』
四
四
、
一
九
九
四
年
）〔
ハ
ン
グ
ル
文
献
〕
（
（（
）
ユ
ン
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
ン
「
木
棺
墓
の
等
級
を
通
し
て
み
た
三
韓
前
期
階
層
社
会
」（『
古
文
化
』
七
八
、
二
〇
一
一
年
）〔
ハ
ン
グ
ル
文
献
〕
（
（（
）
李
在
賢
「
韓
国
嶺
南
地
域
木
槨
墓
の
構
造
と
葬
習
」
和
田
晴
吾
編
『
古
代
日
韓
交
流
の
考
古
学
的
研
究
─
葬
制
の
比
較
研
究
─
』
（
平
成
一
一
年
度
～
平
成
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
三
年
）
（
（（
）
李
盛
周
「
木
棺
墓
か
ら
木
槨
墓
へ
─
蔚
山
・
中
山
里
遺
跡
と
茶
雲
洞
遺
跡
に
対
す
る
検
討
─
」（『
新
羅
文
化
』
一
四
、
一
九
九
七
一
〇
二
年
）〔
ハ
ン
グ
ル
文
献
〕
（
（（
）
権
龍
大
「
慶
州
地
域
の
出
現
期
木
槨
墓
研
究
」（『
韓
国
古
代
史
研
究
』
九
、
二
〇
一
一
年
）〔
ハ
ン
グ
ル
文
献
〕
（
（（
）
チ
ェ
・
ス
ヒ
ョ
ン
「
慶
州
地
域
木
槨
墓
の
変
遷
過
程
と
性
格
検
討
」（『
野
外
考
古
学
』
二
一
、
二
〇
一
四
年
）〔
ハ
ン
グ
ル
文
献
〕
（
（（
）
有
馬
伸
「
三
世
紀
以
前
の
木
槨
・
石
槨
」
和
田
晴
吾
編
『
古
代
日
韓
交
流
の
考
古
学
的
研
究
─
葬
制
の
比
較
研
究
─
』（
平
成
一
一
年
度
～
平
成
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
三
年
）
（
（（
）
柳
沢
一
男
「
日
本
の
木
槨
墓
研
究
の
現
状
」（『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
五
一
七
、
二
〇
〇
四
年
）
（
（（
）
田
中
清
美
「
弥
生
時
代
の
木
槨
と
系
譜
」
堅
田
直
先
生
古
希
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
堅
田
直
先
生
古
希
記
念
論
文
集
』（
真
陽
社
、
一
九
九
七
年
）
（
（（
）
岡
林
孝
作
「
日
本
列
島
に
お
け
る
木
槨
の
分
類
と
系
譜
─
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
中
心
埋
葬
施
設
の
成
立
背
景
を
め
ぐ
っ
て
─
」
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
編
『
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
の
研
究
』（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）
（
（0
）
高
松
雅
文
「
木
槨
と
竪
穴
式
石
室
」
一
瀬
和
夫
ほ
か
編
『
古
墳
時
代
の
考
古
学
（
墳
墓
構
造
と
葬
送
祭
祀
』（
同
成
社
、
二
〇
一
一
年
）
（
（（
）
『
三
国
志
』
巻
五
〇
・
呉
書
五
・
妃
嬪
伝
第
五
・
孫
和
何
姫　
裴
松
之
注


江
表
伝
曰
晧
以
張
布
女
為
美
人
、
有
寵
、
…
（
中
略
）
…
会
夫
人
死
、
晧
哀
愍
思
念
、
葬
于
苑
中
、
大
作
冢
、
使
工
匠
刻
柏
作
木
人
、
内
冢
中
以
為
兵
衛
、
以
金
銀
珍
玩
之
物
送
葬
、
不
可
称
計
。
已
葬
之
後
、
晧
治
喪
於
内
、
半
年
不
出
。
国
人
見
葬
太
奢
麗
、
皆
謂
晧
已
死
、
所
葬
者
是
也
。
（
（（
）
東
夷
伝
序
文
に
関
す
る
専
論
と
し
て
は
下
記
論
考
が
あ
る
。


江
畑
武
「
魏
志
」
巻
三
〇
烏
丸
鮮
卑
・
東
夷
伝
の
序
文
に
つ
い
て
」（『
阪
南
論
集
人
文
・
自
然
科
学
編
』
二
八
─
一
、
一
九
九
二
年
）
（
（（
）
『
三
国
志
』
巻
三
〇
・
魏
書
三
〇
・
烏
丸
鮮
卑
東
夷
伝
第
三
〇
／
東
夷


雖
夷
狄
之
邦
、
而
俎
豆
之
象
存
。
中
国
失
礼
、
求
之
四
夷
、
猶
信
。
故
撰
次
其
国
、
列
其
同
異
、
以
接
前
史
之
所
未
備
焉
。
（
（（
）
『
三
国
志
』
巻
三
〇
・
魏
書
三
〇
・
烏
丸
鮮
卑
東
夷
伝
第
三
〇
・
東
夷
／
東
沃
沮


其
葬
作
大
木
槨
、
長
十
餘
丈
、
開
一
頭
作
戸
。
新
死
者
皆
仮
埋
之
、
才
使
覆
形
、
皮
肉
尽
、
乃
取
骨
置
槨
中
。
挙
家
皆
共
一
槨
…
（
後
略
）
（
（（
）
『
三
国
志
』
巻
三
〇
・
魏
書
三
〇
・
烏
丸
鮮
卑
東
夷
伝
第
三
〇
・
東
夷
／
韓


其
葬
有
槨
無
棺
。
（
（（
）
『
三
国
志
』
巻
三
〇
・
魏
書
三
〇
・
烏
丸
鮮
卑
東
夷
伝
第
三
〇
・
東
夷
／
高
句
麗


便
稍
作
送
終
之
衣
。
厚
葬
、
金
銀
財
幣
、
尽
於
送
死
、
積
石
為
封
、
列
種
松
柏
。
